
１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和7年度 81 119 110 111 126 76 40 89 19 104 74 88 1,037

令和6年度 72 56 67 32 447 68 44 103 39 0 16 42 986

増　減 9 63 43 79 -321 8 -4 -14 -20 104 58 46 51

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和7年度 23,309 3,182 782 1,109 996 843 835 558 596 181 547 549 33,487

令和6年度 19,714 5,343 1,374 645 813 1,197 1,110 -59 346 71 908 321 31,783

増　減 3,595 -2,161 -592 464 183 -354 -275 617 250 110 -361 228 1,704

開館時間
夏季：4月1日～10月31日　午前6時～午後8時
冬季：11月1日～3月31日　午前7時～午後7時

休館日 年末年始期間（12月29日～1月3日）のみ

委託業務の内容

・利用者への利便の提供に関する業務　　　・施設、設備及び備品の維持管理及び修繕に関する業務
・利用の促進に関する業務　　　　　　　　・その他管理者が管理上必要と認める業務
・使用の許可に関する業務
・利用料金の徴収に関する業務

管理体制

　　正職員（常勤職員）：　8人、非常勤職員：　　人、臨時職員：　2人　〔計　　10人〕

　【体制図等】

利用者数 (人)

利用料金収入
　　　 (千円)

利用料金

施　設　名

施設所管課名

 第４期：令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（５年間）

 ０８５９－４２－３７０５ 境港管理組合

 海洋性レクリエーションの拠点、及び海洋スポーツと海事思想の普及

 境港港湾施設条例（昭和45年4月1日条例第3号）記載のとおり。

施設内容

 ○水域　　　　２７，０００平方メートル
 ○陸域　　　　５４，１２５平方メートル
　　　　　　　（陸域は、マリーナ緑地　１８，０００平方メートル（キャンプ場・多目的広場）を含む）
 ○主な建物等　クラブハウス（管理棟）、駐車場、係留施設、上下架施設、ボートヤード、ボートキャリア、
　　　　　　　 新艇庫、多目的施設

 境港市新屋町３４５８

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（令和７年度業務)

所在地

連絡先

指定期間 有限会社境港三栄マリン指定管理者名

設置目的

設置年月日  昭和６１年４月

 境港公共マリーナ

令和8年7月14日



５ 収支の状況

６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法（昭和22年法律第49号）に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）に基づくもの）

衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）
3,001人以上（６人選任）

安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種 50人以上

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品卸売
業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家具・建具・
じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、自動車整備業及
び機械修理業

50人以上

安全衛生

一般健康診断の実施 年1回実施

産業医の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※業種・規模の要件あり

衛生管理者の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：　　　選任状況： ※業種・規模の要件あり

給与

給与金額 147,936円/月 1072円/時 ※平均月額を記入

最低賃金との比較 適 適 ※適否を記入

処遇改善計画との比較 100% 100% ※達成率を記入

支払い遅延等の有無 無 無 ※有無を記入

労働時間

所定労働時間 7時間/日 7時間/日 ※幅がある場合は上限、下限を記入

時間管理の手法 使用者の現認 使用者の現認
※タイムカード、ICカード、自己申告、使用者
の現認などの別を記入

休暇、休日の状況 ｼﾌﾄ制（月13日程度） 要相談 ※幅がある場合は上限、下限を記入

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 就業規則、労働条件通知書 就業規則、労働条件通知書 ※書面の名称を記入

就業規則の作成状況 有 有
※常時１０人以上の労働者を使用する場合は
作成、届出が必要

労使協定の締結状況 無 無
※労働基準監督署長への届出が必要な協定
の有無

504

収 　支 　差 　額 1,392 192

確認項目
状況

備考
正職員 非常勤職員 臨時職員

計 33,487 31,783 1,704

支出

 人  件  費 20,589 20,888 -299

 管理運営費 10,224 9,443 781

境港管理組合納付金 500 500 0

 事　業　費 782 760 22

計 32,095 31,591

事業外収入

自動販売機手数料 109 50 59

小　計 109 50 59

事業収入

利用料金収入 32,433 30,945 1,488

自主事業収入 945 788 157

小　計 33,378 31,733 1,645

区　　　　　分 令和７年度 令和６年度 増　　減

収入



７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

　利用者からの積極的な評価

・ビジターの受入れ体制を美保湾ヨットクラブなどと連携をおり、お断りすることなくスムーズに行うことができている。（航路砂堆積
状況による）
　長期滞在希望のビジターの受入れも可能な限り行うように努めている。
・ディンギーヨットに関して、鳥取県セーリング連盟との連携も密にとり、日々の活動を下支えできている。（ハンザヨットの利用促進
を行い、体験会等でも積極的に利用していただいた）
・職員も海上状況や釣果情報などに精通し、オーナー様と意見交換を行うことで、信頼度が向上しており、特に出航判断などのアドバイ
ス等を的確にお伝えできており、無理な出航を控えていただき、安全利用・啓発活動ができている。また、天候の急変時には出航者に連
絡を取り、情報を提供するとともに、安全確認を行った。
・常に複数人の職員を配置してご要望に対応できるよう備えた結果、日々の業務サービスが提供できている。
　人件費負担が大きくはなっているが、欠員より業務に支障がでないように募集・補充を継続している
・ご意見や指摘事項に対して、迅速に対応を行っており、評価を頂いている。オーナー様がご意見を言いやすい環境ができていると思
う。

航路内砂堆積による座礁あったが、その後の
対応について

管理組合との協議を行う（浚渫の早期対応）

遊漁船の乗船者のモラルと船長の対応を強化
してほしい

遊漁船船長（オーナー）厳守事項を提示に守ってもらうよう指導を行った

海の駅のＰＲをしっかりと行ってほしい
他の海の駅とのネットワークの構築と情報交換を行い、
ホームページを刷新し、広く情報提供を行う

社員教育の徹底
引継ぎをきちんと行い、職員間の情報共有をしっかりとおこない、
苦情・要望事項については即対応を行う
令和８年１月：ビジネスマナー講座受講（職員８名）

利用者意見
の把握方法

・利用者懇談会（令和7年9月20日）
・セーリング連盟、美保湾ヨットクラブ等、利用いただいている団体との連携を図り、意見をもらっている
・日々の業務において随時意見受付(メールや電話・口頭など）

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況

桟橋誘導灯で消えているところがあるので、
夜間桟橋の行き来に不安がある

即時、不灯誘導灯具の交換にて対応

利用促進 クルーザーヨットレース（マリーナ杯ヨットレース）の実施

青少年育成 ハンザ（アクセスディンギーヨット）購入および体験乗船会の実施、無償貸し出しの実施

青少年育成 管理棟の部室無償提供の実施

青少年育成 斜路清掃の為の高圧洗浄機の無償提供の実施

青少年育成 部活動、PTA、地域サークルなど青少年の活動の積極的誘致

事故防止 プレジャーボート保険加入の促進

事故防止 航行不能艇の曳航等救助活動

利用促進 自社設置クレーンによる揚降作業の実施

利用促進 自社所有船台の無償貸与の実施

利用促進 レンタルボート事業の実施

施設維持 ホイールローダー：3か月に1回：定期点検、年1回：定期整備を実施

施設維持 海面清掃および除雪作業

広報活動 ホームページ刷新（SNS活用）：インスタグラムフォロワー数（１２９人）

広報活動 海の駅ネットワークの活用及び情報交換

事故防止 出航前点検☑の奨励及び指導の実施

区　分 取　　組　　み　　内　　容

開館時間 夏季（4/1～10/31：午前6時～午後8時）、冬季（11/1～3/31：午前7時～午後7時）

人員確保 職員数の確保（サービスの維持および職員各人の負担増加にならないように）



９ 指定管理者による自己点検

☑

☑

労働関係法令、環境関連法令、建築物の管理に関する法令その他関係法令の遵守状況

協定書（仕様書）、指定管理者募集（又は審査）要項及びその付属資料並びに指定管理者指定申請書の遵守状況

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

（サービス）
・利用者の要望・意見、故障や修繕にも速やかに対応し、マリーナ全体の安全管理・維持管理に努めた。
・海上状況を常に職員で共有することで、出航判断や海上状況を利用者に適切に伝え、出航取りやめなど、
　未然に海難事故につながりかねない事案の防止に努めている。
・施設の老朽化もあり、日々の見回り点検業務を強化し、早期に修繕個所を発見・措置に努めた。
　利用困難にならぬよう、少額修理（５０万円以下）に関しては、迅速に対応・修理を行えた。
　特に、初動の修理業者の点検依頼をスムーズに行う事が出来た。
　また、日のトイレ等の清掃業務を行い、チェックリストに記載することで施設をきれいに保つよう努めた。
・キャンプ場を含めたゴミ清掃や植栽の管理、芝管理を職員で行い、管理区域の清掃・維持に努めた。
　キャンプ場灰捨て場を辞め、各水飲み場に灰捨て場を設け、キャンプ場内の火災防止に努めた。
・地域住民の方々への利用促進を行い、部活動の合宿や管理棟利用、青少年団体の宿泊、地域団体の利用があった。
・セーリング競技環境の改善に努め、引き続きセーリング以外の利用者への説明、指導を充実させた。
　（特に航路航行時の優先順位の再確認や待機、練習時の航行方法など）
・船舶免許業者と協力し、講習の会場提供などを通し、マリン潜在人口の増加に努めた。
・自主事業のレンタルボートの利用者が増加し、マリンレクリエーションの普及に尽力出来てきている。
・航行不能となった船舶の曳航等救助活動を行った（曳航件数：７件）。

（経費削減）
・職員数を維持し、サービスの向上に努め、人件費は増加したが、サービスに支障の出ない範囲で、経費削減を行った。
・ヤード内の見回りを強化し、漏電・漏水・ガス漏れ箇所等の点検を徹底し、早期発見対処ができた。
　また、段差や落下物など利用者に危険な箇所・物を見回り時に回収し、利用者の安全確保に努めた。
・利用者の増加に努め、必要経費を算出できた。
・職員の仕事の割り振りを明確化し、ゴミ清掃、芝刈りや剪定作業等自社で行える作業を行い、外部発注費の削減に努めた。
・自社トラックを配置し、日々の清掃・ゴミ回収業務を行った。
　（漂着ごみなど大きなごみの引き揚げ・回収業務に大いに利用できている）
・熱中症対策により、飲み物と塩分補給アメなどを常備し、職員及び利用者がいつでも接種できるように努めた。
・ホームページの制作後、ＳＮＳ等を活用して情報提供をおこない、ＰＲ強化に努めた。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕

・支出額の増加により、収入額内での管理・運営に限界がきているため、使用料金の増額改定を検討して
　いただきたい。（人件費、修繕費、光熱費など複数項目で増加。特に人件費は深刻です）
・ヤードに段差が多く、ホイールローダーの消耗がおおきいため、ヤードの整地が必要と思われる。
・ハンザヨットやレンタルボートを広く利用して、マリンレジャー潜在人口の増加に努めたい。
　同時に、船舶免許業者と協力し、安全運転講習等企画していきたい。
・航路堆積状況にもよるが、ビジター利用者の積極的受け入れを行っていく。
・マリーナ内の海面をうまく活用し、釣り体験やマリンレジャー体験などを行い、広くマリーナをPRすることと、マリンレ　　ジャー人
口の増加につなげることができると思います。
・様々な社員に勤めていただいており、情報共有をしっかりと行っているが、行き届いていないところも
　あるので、更にチームワークの強化とサービス精神の醸成に努めていきたい。



10 施設所管課による業務点検

☑

☑

項　　　　　　　目

　○施設の保安警備、清掃等

　○施設設備の保守管理・修繕

　○事故の防止措置、緊急時の対応

〔利用者サービス〕

協定書（仕様書）、指定管理者募集（又は審査）要項及びその付属資料並びに指定管理者指定申請書の遵守状況

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

　○利用の許可

労働関係法令、環境関連法令、建築物の管理に関する法令その他関係法令の遵守状況

・常に複数人の職員を配置して要望等への対応や日々の業務サービスが
提供できるよう、適切に配置されている。

3 ・必要な帳簿、記録等が整備されており、概ね適正に実施されている。

・草刈りや剪定等、自社の職員で行えることは自社の職員で行い、経費削
減に努めている。

・概ね適切に実施されている。

評　価 点　　　検　　　結　　　果

4

・利用者の要望や意見に対して速やかに対応している。また、日々の点検
等の記録を作成しており、施設全体の安全管理・維持管理が概ね適切に
実施されている。
・施設の老朽化による小規模修繕（５０万円未満）について、速やかに
対応している。

2

・利用者から提出される申請書の記載が不十分（申請者欄が一部未記
入）が複数件確認された。昨年度に比べて改善は見られたが、申請書の
取違いのもとになるほか、適正な許可の記録と言えないため是正が必要
である。
・料金徴収は適切に実施されている。

〔会計事務の状況〕

　○不適正事案や事故等の有無

　○附属設備・備品の貸出し

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

　○利用受付・案内

　○適正な職員配置

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

4

4

・利用者懇談会の開催や関係団体との協議・意見交換を通じて意見を把
握している。また、職員も海上状況等に精通し、利用者との意見交換を通
じて信頼関係を築いている。特に出航判断のアドバイスを的確に伝え、無
理な出航を控えるよう利用者に促し、安全利用・啓発活動ができている。
加えて、天候の急変時には出航者に連絡を取り、情報を提供するととも
に、安全確認を行っている。
・ホームページの刷新やSNSを活用して施設の利用促進を行っている。

　○利用指導・操作

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

　○開館時間、休館日、利用料金等

〔職員の配置〕

4
　○処遇改善計画の達成状況

〔収入支出の状況〕

3

〔関係法令の遵守状況〕

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

　　　　　　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。
　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。
　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、

3 ・法令を遵守し、適正に業務を実施している。
・外注業務については、地元業者への発注に努めている。

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

総　　　　括 3.4
・施設の老朽化が進み、物価上昇の影響による維持管理費用が膨らむ中
ではあるが、概ね協定書及び事業計画に沿って管理が行われており、概
ね計画・目標に近い実績を達成している。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）

　 ・その他の法令

　○県内発注


